
みうら学・海洋教育ネットワーク通信 ＮＯ.４ 

令和７年 11 月１０日 

 「自分らしく人生を生きる 

～地域の素敵な大人たちから学ぶ～」講演会 

三崎中学校にて、タイトルの素敵な方々をお招きした生徒向けの講演会が行われました。講師は、三浦にゆかり

のある熱い思いをもった方々ばかりです。数多くの講師の中から、今回は以下の３名についてご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 髙橋真樹子さん  

オーストラリアへの留学で、趣味であったダイ

ビングのインストラクターについての知識と言

語を学び、現在は三浦で活躍している。三浦の海

は四季を感じることができ、都会からのアクセ

スも良く、自然が体験できる場所としてすごく

適している素敵な場所であると感じている。  

生徒感想：「海のことでこんなに必死になれるの素

敵です！温暖化などの深刻さも伝わってきたし、何

より海をこよなく、愛している！」 山田玄太さん   

三崎中学校出身。三崎下町で 50 年続く料理屋

「くろば亭」の３代目として腕を振るっている。

仕入れからお客さんの口に入る提供までして三

浦市の魅力をお店を通して伝えていきたいとい

う経営理念で働いている。働き方や食材への「こ

だわり」が特に強く、魚屋を通さずに市場に直接

行き、自分の目・感覚・においで仕入れを行って

いる。  

生徒感想：「玄太さんの包丁さばきに感動しまし

た。私は捌けないですけど、お客さんの接客はいけ

ます。中学卒業したらバイトしに行きます！」 

山田博和さん  

南下浦中学校 （三崎小学校）出身。日本さかな専門学校の講師と

して釣りや飼育、水産業など実践的で魅力あふれる授業を行って

いる。幼いころから三浦の海は身近な存在であり、現在も休日は

生物採集に没頭している。さかな専門学校の学生にも「三浦が第

２のふるさとになってほしい」と話している。  

生徒感想：「『10 年後に社会人になった学生と魚について語り合

う』。とても素晴らしい目標を持っていてすごいなと思いました。」 

みうら学・海洋教育に関す

るお問い合わせは、学校教

育課まで  

046-882-1111（内線404） 



みうら学・海洋教育ネットワーク通信 ＮＯ.３ 

令和７年９月４日 

まぐろ経済学・環境学 vol 1.0 

夏休みも終盤にさしかかった８月 20 日（水）に逗子・三浦・葉山合同夏季初任者研修の１日目が行

われました。午前中に講義・演習があった後、うらり周辺にてそれぞれ昼食を食べ、午後は城ケ島に移動

しました。 

城ケ島の恵水産の石橋匡光社

長にはもう５年連続でお世話になっ

ていますが、毎年アップデートされた

お話を聞かせていただくことができ

ます。今回のお話のタイトルは「まぐ

ろ経済学・環境学 vol 1.0」です。まぐろを中心に世界の環境や社会問題を考えていくことを指します。 

マグロ絶滅危機ランクの引き下げ、温暖化の影響とみられる漁獲地の変化、50年先のまぐろと私たち

の未来を見据えた様々な取組などについてご講義いただきました。 

大変勉強になるお話でしたが、中でも印象に残っているのが、「教科書などでは日本の第一次産業は

衰退傾向にあると教えられ、メディアも注目されるからとネガティブな内容中心に報道しているが、必ずし

もそうではなない。しかし、その情報を受け取った今の子どもたちは、おそらく第一次産業に就こうとしなく

なってしまう…。」といったものでした。実際、世界基準で見ればまぐろの消費量は高まっており、英語が

話せる寿司職人になれれば、大儲けができる可能性が高いとのことです。 

視野を狭めることなく、広く新しい情報をつかんで教育にあたりたいものです。 

 みうら学・海洋教育に関するお問い合わせは、学校教育課まで  046-882-1111（内線404） 



みうら学・海洋教育ネットワーク通信 ＮＯ.２ 

令和７年８月 28 日 

 

宮川湾で Feel度Walk！ 

よく晴れた６月 12 日（木）、岬陽小学校の４年生が宮川湾での校外学習

（「Feel度Walk」）を行いました。 

授業の前半は磯の生き物だけでなく、落ちているものや景色にも目を向けて、気

に入ったものを探しました。そして授業の後半では、対象の生き物や拾ったものをえ

んぴつでスケッチしていきました。学校に戻ってからではなく、見付けた感動そのま

まにすぐに描き出すことで、より生き生きとした作品を作ることができていました。 

生き物の紹介や注意点の説明役として学校教育課の担

当者も同行し、 子どもたちは興味深く話を聞いていました。 

また、保護者の方々にも参加を呼びかけ、 学習の様子を

見ていただくとともに、安全への配慮もお願いすることができていました。 

子どもたちは時間いっぱいまでいろいろなものを発見し、沢山歩き回り、充実した

時間を過ごすことができました。 

  

みうら学・海洋教育に関する 

お問い合わせは、学校教育課まで

 046-882-1111（内線404） 

 

 

 



みうら学・海洋教育ネットワーク通信 ＮＯ.１ 

令和７年６月 30 日 

統合後初！ 南下浦小学校 全校 砂工作 

５月２３日（金）、南下浦小学校の全学年の子どもたちが、統合後初の全校砂工

作を行いました。昨年度に比べ約４０名の児童が増えたことで、６グループだった縦

割り班を今年度は８グループで編成し、A～H各グループ仲良く元気に協力して、楽

しみながら砂工作に取り組み、素敵な作品を創り上げました。 

郷土みうらの豊かな自然に親しむとともに、仲間とつくる楽しさを味わっ

たり、異学年の子との交流を深めたりすることもできました。 

 

   
Aグループ えななみくんとサンドマン     B グループ  ペンギン   Cグループ  Seaシャーク 
 

    

     Dグループ シロイルカ     Eグループ  クリオネ      Fグループ  ジンベイザメ 

 

  

Gグループ クラゲとヤドカリ   Hグループ  シャチ 

  

みうら学・海洋教育に関する 

お問い合わせは、学校教育課まで

 046-882-1111（内線404） 

 


